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■第 49段 

 老年になったら仏道を心がけようと待っていてはならない。 

■第 50段 

 応長（1311）のころ,伊勢の国から女が鬼になったのを引き連れて都へ来たということがあっ   

て当時二十日ばかりと鬼見物だというのであちらこちらと 

 当てもなく出歩いていた。が・・・ 

■第 51段                        

 亀山上皇の離宮の池に大井川の水を引いて遊ぼうというの  

 で作らそうとした。数日に仕上げて流れにかけて見たがほ 

 とんど回らなかった。そこで宇治の里人に作らせたところ 

 水を汲み入れることに効果があった。何かにつけてその道  

 の心得のある者は尊重すべきである。 

■第 52段 

 仁和寺のあるお坊さんが、年寄りになるまで男山八幡宮へまだ参詣したことがなかったので 

 もの足らぬことに思って、ある時、思い立ってただひとり歩いて参詣した。山麓にある極楽 

 寺、高良などの末社を拝んで、これだけのものかと早合点して帰ってしまった。 

 みな山へ登ったのはどういう訳であろうか。自分も行ってみたくはあったけれど、お参りが

目的で山の見物に来たんではないと思ったから山まで行かなかった。本堂が山上に有るのは

気づかないで、こう言った。なんでもないことでも案内者は有って欲しいものである。 

■53段、 
 もう一つ、仁和寺の法師の話。寺にいた童子が、法師になる記念にと、知人が集まって酒盛 

 を催したことがあった。酔っ払って興に乗じてそばの鍋を取って頭にかぶりつっかかって、 

上手く入らないのを無理やりに、鼻をおしつぶしてとうとう顔を差し入れて舞ったので一座 

の人々が面白がった。暫く舞ってから、鍋を抜こうとしたが抜けない。医者のところへ連れ  

て行って対座した時の様子は定めし異様なものであった。悪ふざけはほどほどに・・。 

■54段 

 御室仁和寺に非常に美しい児がいたのを、どうにかおびき出して遊ぼうとたくらんだ法師ど 

 もがいて、芸のある遊び好きの法師どもと相談して、気の利いた弁当のようなものを念入り

に用意して箱のようなものに入れておいて双岡の具合のよさそうな所へ埋め、その上に紅葉

を散らしかけたり、思いがけないようにしておいて、仁和寺の御所へ行ってその児を誘い出

してきた。あちらこちら遊び回ったあげく、木の葉を掻きのけて見たが何も見えない。誰か

に盗まれたのだ。しいて興を求めようとすると、きっと甲斐のないものになる。 

■55段 

 家の造り方は、夏を専一にするのがよい。冬はどんあ所にも住まれる。暑いころの悪い住宅 

 ときては我慢のならないものである。 

■56段 

 久々に会った人が、自分の方にあったことを片端から残さず話続けるのは面白味のないもの

である。隔てなく親しんでいる人だってしばらく会わないのなら、遠慮が出るものではない

か。柄の悪い人は、ちょっと外出してきても息もつかず話し興ずるものである。 

 

 


